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野外でのデータ取得は2004年7)~J 15 日~ 17日，室内作業は2004年7月20EJ ~ 21日に実施した.被
験者は 7名の守大学院生で、ある.
空間に対ーする認知を距離，方向，および高度の側面から検討するために，それぞれに対してtJ、下
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も過大評価したためではないかへさらに， 1:1 I1¥J 12<:I¥Jで、の歩行距離の過大は， mrö~1切な't::1;':1によると





されている. つまり イ言号機や停 Ll二標識なとごの示市討結if古!t合t訂結if吉!:バ斤i'!i'，
をj垢巨虫iブ大ミさせ， また増大するイメージを持たせるため， 空1¥]1刊行動の抵抗として働き， idi沼芯ft幻、~J:釘7矢知知:J訂!日i出山i日出qi
大させる要 j詑因王司i となることが指;捕高されている.今回の実験では，被験者 B.G が信号機というあI;{~*II;
節点をもとに距離を認知していたが，実距離よりも歩行距離が長くなる，いいかえれば¥歩li-bl_j~離
を短めに見積もる結果になった.また， Pocock (1978)は， I終点が魅)J(j<Jであるほど，そこへのJf、










500mよりも推測しやすいという仮説を設定した. 500m と比較して短距離:で、ある 100m の I~! 仰は谷易
であり，距離の認知は比較的正確にできることが予想される. しかし， 100m の I~! 抗を主ねた結果と









































口 F100m 認知l 題 F500m認知!
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Fのみに注目すると， I玄関 l と i玄関 12 の歩行距離が短く，中間区 I~J] である i玄関?と区間 10 で最高距
離になっており， 500mと100mの結果は類似した傾向を示している.被験者Fの事例で示された，



































































う. GPS . GISのj古川はこうした利点をもっている.以ドではあ!j栄にみられたfru1:Jや11/i1人差，その
要因について，参加者向での議論と提出iされたレポートに基づき倹討を加える.
歩行経路をみると，被i験者全員が右左iJ'を繰り返しながら止ミいたことがわかる .fr] )支を見ると，
1}Jz験者Eをl見山、て， 450 から 550の範区iにあ 1')，方角認知!は概ね [{i在で、あったといえる. しかしな
がら，経路の取り方に個人差が見られる.被験者AとFは頻繁に出illJを繰り返す経路をとった.逆に，
被験者B，D， Gは可能な!決り直線的な経路を進んだ.行き止まりの道に入り込みj互に述って経b1告を
)足ったりしたため，ループをはi くなどの結果もみられる.本J夫}，~~~においては，見通しがnt く， しか

























第 5図 I\':j)支，i.~.)、 11実験における針路
( i数値J世間25000(空間jデータ法雄) 1li'fI>(Jにより作成)
にカーブしているために)玄ブJの見通しはj巴い.実W~21疋 II\J の最高地点は 34m，最低地点は 23m であ
り， 1'，'，'jJ支去は約 12m である 1訂正地点、は行程のほほ I:I:J央で，対-u<.J出 j1:支は谷地 JI~である.出手色地点か
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なっている.J (1河本 2000) 
'1) il!がりくねった経路は，実i際努のj道亘のりよりもj
ブ大ミ号司許、7干刊lド門Lマ羽1i和伯il出I さjれ1るJ ( す岩~*林本 1999) 
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Methods for the Spatial Cognition Analysis Using GIS and GPS 
KANEKO Jun， MURAY必t1AYuji， MORIMOTO Takehiro， 
KUBO Tomoko * and MARUY九MAMisako* 
This study examines the analysis methods and data acquisition for distance， direction and 
altitude cognition in urban area utilizing GIS and GPS. The experimental survey illustrated that 
GIS and GPS methods made it possible to acquire the quantitative data quickly and effectively in 
comparison to the existing qualitative analysis. The clistance cognition by each experimental 
subject indicated the tenclency to estimate the actual distance exactly in first and last sections and 
to be underestimated in miclclle sections. Next， itwas found that the existence of lanclmark to an 
objective clirection and the natural condition affected the clirection cognition. The altitucle 
experiment clemonstrated the visual elements on the route hacl an impact on the accurate 
estimation of clifference of elevation. 
Key words: GIS (Geographical Information System)， GPS (Global Positioning System)， spatial 
cognition， field survey 
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